
(１)学力に関わる生徒の実態
令和３年度実施　横浜市学力・学習状況調査より
　1学年及び2学年の学力については市平均をやや下
回る教科も見られるが、ほとんどの教科で市平均を
上回っている。
　学習意識については、市平均並みである。

(２)総合的な学習の時間や数学を中心に端末の活用
を進め、情報活用能力の育成につなげた。

育成すべき資質・能力を明確にした授業づくりと端末活用
主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

・運動の実践を通して生徒一人ひとりが責任ある行動が取れ、集団として協力できる態度を養う。
・生涯にわたり健康の保持増進を努めると共に安全にまた合理的に運動を実践できるようにする。
・自ら考え、思考・判断して進んで運動に取り組む姿勢を養う。

目標を実現するための具体的行動プラン

下
半
期

＊日常の情報交流の中で、授業内容について交流し合い高め合う中堅教員と若手の協働を図
る。
＊よこはまカリキュラム情報から学ぶ。
＊横浜市学力・学習状況調査などから分かる生徒の実態に基づく指導の重点化を図る。
＊授業評価から改善の視点を共有し、授業力向上につなげる。

下
半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

＊日常の情報交流の中で、授業内容について交流し合い高め合う中堅教員と若手の協働を図
る。
＊よこはまカリキュラム情報や教育課程研究協議会から先行実践に学ぶ。
＊小中ブロックの市学テの実態に学び、指導改善につなげる。

上
半
期

・保健分野の授業では、救命救急をはじめとする実習に取り組むことで、自分の健康を保持増
進するために必要な知識を身に着け、実生活に活かしていくことができるようにする。

・体育分野の授業では、各単元ごとに学習カードを取り入れ、自分の能力から課題解決の力を
養う。また、単元に合わせてドリル運動として体力を高める運動を取り入れる。

・体育の授業を通して自己の役割を果たし、率先して取り組む姿勢を身に着け、球技大会等で
身に着けた成果を発揮することができるようにする。

・学校保健委員会では、生徒の健康に関するアンケート調査を行い、まとめて発表をすること
で、生徒一人ひとりが自分の健康に関心をもちよりよい生活をおくることができるようにする。

（１）健やかな体に関わる児童生徒の実態
・運動部に所属している生徒、地域のスポーツクラブ
に所属している生徒が全体の７割を超えるなど、授業
以外で運動に親しむ生徒が多い。
・運動が好きと回答した生徒が全国・横浜平均と比較
して多い。

・体力テストの結果より、A評価の生徒数が全国平均
を下回っている。

（２）これまでの学校の取り組み状況

＜南中生　体力健康アップ運動＞
体力テストの結果をもとに、自分の体力向上を目指し
た目標をたてて、参時間の授業前に、自分に合った
運動に取り組む。

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

生きて
はたらく知

①育成すべき資質・能力を明確にした授業づくりを行う。➁１年英語科、３年数学科で少人数授業、３学年体育科
でティーム・ティーチング授業を行う中で、指導方法を共有し授業改善を図る。③GIGAスクール構想２年目にあた
り、資質・能力育成につながる授業のあり方について研修を進める。。

健やかな体
①新体力テストの結果をもとに、一人ひとりが自分の体力をしり、体力向上に向けての目標を定め実践する。②
食育」「喫煙防止」「薬乱防止」などについての学習を実施し健全な体の育成を目指す。③ＳＣ等との連携のもとカ
ウンセリングを充実させ心の健康を維持、向上させる。

担当 学習指導部 担当 保健安全指導部

今年度の目標

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上アクションプラン

ほとんどの子どもたちは、穏やかに学校生活を過ごし
ている。あいさつを交わしたりすることはできるが、他
とのコミュニケーションを図ることがやや苦手で、小さ
い誤解からいさかいになることがある。
自分に自信がもてず、消極的な行動になってしまうこ
とがあるが、責任をもち物事に取り組んでいる。

多面的・多角的に考えることができる道徳の授業づくり

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

＊道徳科の授業と宿泊行事との関連を図り、協調性を育む。
＊人権作文を通して、身の回りの問題について考え、人権意識の高揚を図る。

下
半
期

＊授業参観や小中高流授業研究会で道徳科の授業公開を行い指導改善を図る。
＊人権週間に合わせて、人権標語に取り組み、意識の高揚を図る。

中期取組目標
・体験学習や集団生活の中で自己を見つめ、伸ばし、生かす力を育みます。
・命の大切さや健康・安全についての学習を進め、知識が生活にいかされるよう取り組みます。
・学ぶ意欲や喜びを大切にし、課題に気づき、追究し、発表する場を多くします。
・学び合いの場を通して、自他の良さを認めあい、高めあう学習を工夫します。
・地域の人やものと主体的にかかわり、地域とともに活動する生徒を育みます。

横浜市立 荏田南中学校

学校教育目標
「　学びあい　認めあい　高めあい　」

・ 人、自然、文化など、さまざまなふれあいを通して、すこやかな心と体を育てます。（　徳・体　）
・ 自分の思いや考えを大切にし、生き生きと豊かに表現する力を育みます。　　　　 （　知・公　）
・ 互いに協力し合い、学び高め合う中で、自ら課題を追究する生き方を支援します。（　知・開　）

＜自分づくりに関する力＞
＜心身ともにたくましく生きる力＞
＜持続可能な社会の創造に貢献する力
＞

具体化した資質・能力

〇夢や希望をもち、自分を高めるため、課題解決する力
〇多様性を認め、伝え合い、考えを深化させる力
〇自己実現を目指し、地域や社会とつながる力

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

令和４年度

道徳教育
人権教育

①道徳科では、学年会で指導内容を検討したり、ローテーション道徳を行ったりする中で、授業力向上を図り、自
己を見つめて物事を広い視野から多面的・多角的に考えることができる授業づくりを行う。➁福祉委員会のエコ
キャップ回収などの活動を通して、助け合いの心を育む。

担当 学習指導部・道徳担当

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標


